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進
展
す
る
地
方
分
権

地
方
分
権
が
推
進
す
る
に
伴

い
、
事
務
・
権
限
移
譲
の
一
層

の
推
進
が
図
ら
れ
、
地
方
公
共

団
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
、
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。同

時
に
、
市
の
責
任
分
野
の

拡
大
に
伴
い
、
住
民
自
治
に
根

差
し
た
地
方
分
権
の
進
展
を
図

る
上
で
、
地
方
議
会
の
あ
り
方

も
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

議
会
の
役
割
と
は

議
会
の
役
割
に
は
、
多
様
な

民
意
の
反
映
や
さ
ま
ざ
ま
な
利

害
の
調
整
、
住
民
の
意
見
の
集

約
な
ど
が
あ
り
、
議
会
の
構
成

や
運
営
に
お
い
て
、
議
会
の
意

思
と
住
民
の
意
思
が
離
れ
な
い

よ
う
な
努
力
が
従
来
に
も
増
し

て
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
議
会
は
、
市
の
議
事

機
関
と
し
て
の
機
能
や
、
執
行

機
関
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
監
視

機
関
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
地
方
分
権
の
推
進

に
伴
い
、市
の
役
割
が
拡
大
し
、

ま
た
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
充
実
・
強
化
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 議
会
・
議
員
の
活
動
は

●
本
会
議
、
委
員
会
で
は

議
会
の
会
議
に
は
定
例
会
と

臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。
定
例
会

は
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月

の
年
４
回
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１
カ

月
間
の
会
期
で
必
ず
開
か
れ
、

条
例
や
予
算
な
ど
の
議
案
や
請

願
な
ど
を
審
議
し
、
可
否
を
決

め
た
り
、
議
案
と
は
別
に
、
市

政
全
般
に
対
す
る
一
般
質
問
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

臨
時
会
は
必
要
に
応
じ
て
開

か
れ
る
も
の
で
、
概
ね
年
１

回
、
議
案
審
議
や
各
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
や
各
種
役
職
の
交

代
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
議
案
な
ど
の
可

否
を
決
め
る
た
め
、
委
員
会
で

議
案
を
詳
し
く
審
査
し
ま
す
。

戸
田
市
議
会
で
は
総
務
委
員

会
、
文
教
・
建
設
委
員
会
、
健

康
福
祉
委
員
会
、
市
民
生
活
委

員
会
の
４
つ
の
常
任
委
員
会

で
、
集
中
的
、
専
門
的
に
審
査

し
て
い
ま
す
。

●
閉
会
中
は

議
会
が
な
い
と
き
（
閉
会

中
）
に
、
議
員
は
何
を
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
閉
会

中
で
も
委
員
会
が
開
か
れ
た

り
、
議
員
は
お
の
お
の
地
域
に

戻
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

特 集！特 集！

意
見
を
聴
取
し
た
り
、
相
談
に

乗
っ
た
り
、
町
会
行
事
に
参
加

し
た
り
と
、
暦
に
関
係
な
く
、

市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
務
調
査
費
を
使
っ

て
の
調
査
研
究
活
動
や
、
市
の

財
政
に
寄
与
す
る
戸
田
競
艇

組
合
や
、
日
常
生
活
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
を
適
正
に
処
理

し
、
清
潔
で
快
適
な
市
民
生
活

を
営
め
る
よ
う
蕨
戸
田
衛
生

セ
ン
タ
ー
組
合
の
議
員
と
し

て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

議
員
定
数

近
年
、
各
地
の
議
会
で
は
議

員
定
数
を
減
ら
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
議
員
定
数

は
、
地
方
自
治
法
で
、
人
口
10

万
人
以
上
20
万
人
未
満
の
市

は
、
議
員
数
は
34
人
を
超
え
な

い
範
囲
で
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
は
条

例
で
27
人
と
定
め
て
、
そ
の
減

少
率
は
21
％
で
あ
り
ま
す
。

議
会
や
議
員
は

　
　
　
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
？

平
成
12
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法

の
施
行
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
の
自
主

性
・
自
律
性
が
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
が
、
戸
田
市
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
、ま
た
、普
段
、

議
会
・
議
員
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い

う
声
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
に
議
会
や
議
員
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
、
今
号
で
は
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し

た
。
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議
会
改
革
特
別
委
員
会
で

は
、
議
員
定
数
の
見
直
し
に
つ

い
て
現
在
協
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
し
て
、

１
．
二
元
代
表
制
か
ら
の
観
点

２
．
進
展
し
て
い
る
地
方
分
権

　
　か
ら
の
観
点

３
．
議
員
の
役
割
、
あ
り
方
か

　
　ら
の
観
点

４
．
議
会
・
議
員
活
動
の
現
状

　
　か
ら
の
観
点

５
．
県
内
市
議
会
と
の
比
較
か

　
　ら
の
観
点

６
．
類
似
団
体
と
の
比
較
か
ら

　
　の
観
点

の
６
つ
の
観
点
を
も
と
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革
の
取

り
組
み

戸
田
市
議
会
と
し
ま
し
て

も
、
地
方
分
権
時
代
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
15
年
２
月
に
議

会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
取

り
組
み
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。な

お
、
こ
れ
ら
以
外
に
も

種
々
検
討
を
重
ね
、
結
論
を
導

き
出
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
近
年
で
は
新
聞
や
専

門
誌
な
ど
に
も
紹
介
さ
れ
、
他

の
市
議
会
か
ら
、
本
市
の
議
会

改
革
に
つ
い
て
視
察
に
来
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に

今
後
ま
す
ま
す
地
方
分
権

が
推
進
さ
れ
、
地
方
自
治
体
は

一
層
、
自
分
た
ち
で
決
め
、
自

分
た
ち
の
責
任
で
自
治
体
運

営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

①　市民に開かれた議会として
　・議場でのやり取りをわかりやすく、白熱した論戦となる
　　ように、一般質問の方式を総ざらい質問・答弁から一問
　　一答方式に改正。
　・議会（本会議）の様子を自宅などから見られるように、
　　インターネットでのライブ配信。
　・政務調査費の透明性を高めるために、使途基準等に関す
　　る細則を定めたり、収支報告の際には領収書の原本の添
　　付を義務付けるなどの２度にわたる政務調査費の見直し。
　・二元代表制の趣旨にかんがみ、法令で規定された機関や
　　法令などで議員の就任が規定されてはいないが同類とみ
　　なした機関、議会が引き続き参画する必要があると判断
　　した附属機関を除いての引き揚げ。

②　委員会体制のあり方として
　・委員会の全面公開（一部の委員会を除く）。
　・特定目的・期間限定の趣旨に沿って、常設的だった特別
　　委員会を廃止し、「こどもの国再整備等に係る複合施設特
　　別委員会」（現在廃止）、「指定管理者制度特別委員会」、「交
　　通環境対策特別委員会」の設置。

③　議員の服務として
　・倫理や議会・議員のあり方など議員みずから律する「戸
　　田市議会議員信条」の制定。
　・ペナルティとして①長期間議員活動ができない場合の議
　　員報酬及び期末手当の減額、②刑事事件の被疑者、被告
　　人などで逮捕、勾留等の処分を受けた場合の議員報酬及
　　び期末手当の停止、③有罪が確定したときは議員報酬及
　　び期末手当の不支給などを定める「戸田市議会議員の報
　　酬等の特例に関する条例」の制定。

議員の報酬はいくらなの？

　みなさんも関心のある議員報酬や議員年金制度について、
参考までにお知らせいたします。
Ｑ１：議員報酬は毎月いくらもらっているのか。
Ａ１：戸田市の場合、条例に基づき一般議員は、月額45万

円です。ちなみに、議員共済掛金等を差し引いた 4
月分の議員報酬の振込平均額は、約32万 8,000円
でした。さらに、ここから住民税、国民健康保険税、
国民年金保険料などを支払うことになります。

Ｑ２：議員共済（議員年金）掛け金は毎月いくら払っている
のか。

Ａ２：報酬の16.0％の負担率で、月額72,000円です。なお、
サラリーマンの自己負担率は7.498％です。

Ｑ３：議員年金はいくらもらえるのか。
Ａ３：議員年金は、法による強制加入の拠出型で、12年（3期）

議員を務めて初めて受給できます。12年ですと年間
129 万 6,000 円（月額 10 万 8,000 円）、16 年
ですと139万 9,680円と期数（年数）によって加
算され、議員退職後、原則65歳から支給されます。

Ｑ４：議員は「恩給」がもらえるのか。
Ａ４：もらえません。「恩給」とは、戦没者遺族や、退職軍

人及びその遺族などの生活の支えとなる国家補償的な
性格を有するものであり、地方議員の共済制度による
年金は、恩給とはまったく違うものです。
なお、議員に退職金はありません。

議会改革の取り組み議会改革の取り組み

▲改革への熱い議論が続く（議会改革特別委員会）

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
市
民

の
代
表
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
要
望
な
ど
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
、
執
行
機

関
を
監
視
し
、
建
設
的
な
政
策

提
言
な
ど
に
よ
っ
て
、
引
き
続

き
市
政
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。


